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【評価意見】 

 研究代表者らによる「Ce(IV)に DNA の加水分解能がある」という発見以来、EDTA

の活用、PNA との併用によるゲノムへの展開等、スーパー制限酵素研究の発展の歴史

は 30 年近くに及ぶ。二回にわたる特別推進研究では、ヒト細胞中の個別の染色体末端

に存在するテロメアの長さを決定するという快挙を成し遂げている。 

 現在、研究代表者らによる人工的な「スーパー制限酵素」の機能や活性は、蛋白系

を活用する制限酵素に比して汎用性はあるものの、特異的な機能という点では一歩譲

らざるを得ないというのが現状であろう。しかし、本研究の学術的な意義がそれによ

って失われるものでは決してない点を強調したい。それは、化学者によるあらゆる知

識の集大成とも言うべき「分子設計された制限酵素」が、「自然が作り上げている酵素

にどこまで迫ることが可能なのか、あるいは凌駕するものを作り上げることが出来る

のか」という、永遠のテーマを内包しているからである。 

 研究代表者らの研究展開・成果は、当該分野の金字塔とも呼べる成果であり、若い

化学者に向けた教科書となるような内容である。本研究に刺激を受け、更に研究を発

展させる若手研究者が多数出ることを期待したい。 

 


